
 

 

４年生   実践事例    

「『おでかけ定期券』ってなんだろう？」 

 

指導目標 ◎おでかけ定期券について知り、課題について調べることで、バスがお年寄りにも使

いやすく整備されていることに気づく。 

◎おでかけ定期券の役割を調べ、話し合うことで、市の福祉や交通政策の考え方につ

いての理解を深める。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

市が 65 歳以上の高齢者向けに発行している「おでかけ定期券」を取り上げ、サービ

ス内容や目的について調べることで、バスがお年寄りにも使いやすく整備されている

という福祉的な目的に気づくとともに、中心市街地に人が集まることで、交通機関や

中心市街地がにぎわうという交通政策の考え方に触れることができる。 

対象学年 ４年生   

対応教科 総合的な学習の時間 

標準校時 ２コマ   

学習構成  

１．「おでかけ定期券」って何だろう 

２．何のために「おでかけ定期券」があるのだろう 

３．「おでかけ定期券」についての行政側のねらいを知る 

・パンフレットを用いて、おでかけ定期券の概要を知る。 

・何のためにおでかけ定期券があるのか予想を立てる。 

・ワークシートをもとに、出かける時に車が使えない人、バスを使うと便

利なところ、おでかけ定期券の便利なところなど、おでかけ定期券につ

いて調べる。 

・調べたことをもとに、何のためにおでかけ定期券があるのか考える。 

・おでかけ定期券がバスだけでなく、様々な交通機関でも利用でき利便性

を高めていることに気づく。 

・おでかけ定期券によって、お年寄りに元気になってもらいたいこと、利

用者が多くなることでまちに賑わいが生まれることなど、行政側の狙い

を知る。 

４．「おでかけ定期券」について考える 

・おでかけ定期券のために自分でできること、もっと使いやすくするため

の工夫などを考える。 
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指導計画例 



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

■板書例 

 

 

 

  



 

 

■本時で活用する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

■ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：富山市のりもの語り教育 




